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研究成果の概要（和文）：日本には2種のブドウさび病菌が分布し，ヤマブドウで2種が重複感染していた．分子
系統解析の結果は熱帯アジアのブドウさび病菌が新分類群であることと地理的分布の異なる3菌群で構成されて
いることを示した．
アメリカの2種のブドウさび病菌はメキシコ湾岸に沿った狭い地域を境に分布を違えていた．分子系統解析の結
果，これら2種は近縁でツタ，アワブキおよびミヤマハハソに寄生するサビキンと同一のグループに含まれるこ
とが明らかとなった．いっぽう，東アジアおよび東南アジアのブドウさび病菌は近縁であるが，アメリカのブド
ウさび病菌とは系統的に遠く，東アジアに分布するツタさび病菌と直近の祖先を共有することを推定できた．

研究成果の概要（英文）：Two grapevine leaf rust fungi were widely distributed in Japan. The two 
fungi were found to occur simultaneously on Vitis coignetiae in nature. Molecular systematic studies
 showed that tropical Asian grapevine leaf rust was incited by a new rust taxon, which was consist 
of three geographically different populations.
Two American grapevine leaf rust fungi were found to be separated in their geographic distribution 
roughly by narrow areas along the coast of the Gulf of Mexico. Molecular systematic studies 
indicated that the two species were closely related and grouped with rust fungi parasitic on 
Parthenocissus tricuspidata, Meliosma myriantha and M. tenuis. However, they were distantly related 
to East Asian grapevine leaf rust fungi. It was assumed that the American grapevine leaf rust fungi 
shared the most recent ancestor with the Parthenocissus leaf rust fungus.

研究分野： 真菌分類学
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１．研究開始当初の背景 

ブドウさび病菌の分類学的関係：ブドウさ

び病には、日本を含む温帯アジアと亜熱帯

アジアに分布する 1種及びアメリカに分布

する2種のPhakopsora属サビキンがあると

されていた（Ono 2000, Mycologia 92: 

154-173; Buriticá 1999, Rev Acad Colom 

Cienc 23: 271-305; Buriticá 1994, Rev 

Inst Cienc Nat Ecol 5: 173-190）。その

後、Chatasiri and Ono (2008, Mycoscience 

49: 66-74)は、亜熱帯アジアに分布する病

原サビキンが新種であることを示唆した。

いっぽう、日本での存在が指摘されていた

ブドウさび病の新たな菌群が Phakopsora

属の新種であることが明らかになった（Ono 

et al. 2012, J Gen Plant Pathol 78: 

338-347）。しかし、亜熱帯アジア地域及び

アメリカに分布するブドウさび病菌群の分

類学的位置と系統関係は未解明のまま残さ

れている。 

ブドウさび病菌の系統と地理的分布の変

遷： Chatasiri and Ono (2008)の分子系統

学的研究によって亜熱帯アジアに分布する

ブドウさび病菌がPhakopsora属サビキンの

新種であることが示唆され、いっぽう、予

備的研究（小野、未発表）によって、アメ

リカに分布するブドウさび病菌は、nuclear 

rDNA(5.8SrDNA を含む ITS 領域,D1/D2 領

域)の塩基配列に変異をもつ複数の菌群か

ら構成され、これら菌群は温帯・亜熱帯ア

ジアに分布するブドウさび病菌群とは系統

的異なることが判明している。これらのこ

とは、ブドウさび病を起こす複数の

Phakopsora 属サビキンが世界の異なる地域

で独立に種分化したことを示している。本

研究では、種分化の跡づけと地理的分布変

遷の歴史を解明することを目的としている。

生体栄養性真菌での研究例としては、植物

うどんこ病原因菌であるウドンコカビ

（Takamatsu 2012, Mycoscience 

doi:10.1016/j.myc.2012.08.004）があるの

みである 。 

 
２．研究の目的 

1）アジアとアメリカ地域に広く発生するブ

ドウさび病に異なる数種の Phakopsora 属

サビキンが関与していることを明らかに

し、地理的分布と系統関係を推定する。 

2）ブドウ科植物にさび病を起こすサビキン

の系統関係、宿主特異性・生活環特性、地

理的分布及び宿主植物の系統関係をもと

に、ブドウさび病の病原サビキンの種分化

と地理的分布変遷を推定する。 

 
３．研究の方法 

1）アメリカ合衆国南部諸州、タイ及びイン

ドネシア（従来の研究から最も効果的であ

ると推定された地域）でブドウ及びブドウ

科植物にさび病をおこす Phakopsora 属サ

ビキンの発生生態調査と標本収集を行う。 

2）既存の標本、借用標本及び新たに収集し

た標本をもとに比較形態学的分析を行う。 

3）接種試験によって、ブドウさび病菌群の

宿主特異性と生活環特性を明らかにする。 

4）ブドウさび病を起因する Phakopsora 属

サビキンの分類学的異同を明らかにし、分

子系統解析する。 

5）ブドウ及びブドウ科植物にさび病を起こ

すサビキンの系統関係、宿主特異性・生活

環特性、地理的分布及び宿主植物の系統関

係をもとに、ブドウさび病菌の種分化と地

理的分布変遷を推定する 

 
４．研究の成果 

1）日本列島に分布するブドウさび病菌 

これまでの研究成果と本研究での形態学

的特徴と宿主に基づく同定によって，日本

列島には2種ブドウさび病菌が広く分布す

ることを再確認するとともに，群馬県、栃

木県および鳥取県でVitis coignetiaeに2

種のサビキンが同一植物体・同一葉に重複

感染していることを見出した．しかし，2



種のサビキンが栽培ブドウに重複感染し

ていることは確認できなかった． 

2）熱帯アジアに分布するブドウさび病菌

は形態的に日本列島・温帯アジアに分布す

る2種のブドウさび病菌に類似するが，分

子系統解析の結果から新分類群である可

能性が高いことが明らかとなった．さらに，

熱帯アジアに分布するブドウさび病菌が

タイ菌群，マレーシア・インドネシア菌群

および東チモール・オーストラリア菌群で

構成されていることを明らかにした．この

結果，アジア全域ではブドウさび病は3種

ないし5種のサビキンが起因していること

が推定できた． 

3）ブドウさび病菌の異種寄生の中間宿主

となるMeliosma属植物には5種の

Phakopsora属サビキンがあることが知れ

られていたが，新たにこれら5種とは形態

的特徴の異なる3種のAecidium型生活相を

持つサビキンがあることを見出した．これ

らはさび胞子形態の特徴から，いずれも

Phakopsora属サビキンのさび胞子世代で

あると推定した．接種試験の結果，このう

ちの１種はアワブキ属植物上の同種寄生

性生活環を持つ新種のPhakopsora属サビ

キンであることを明らかにした． 

4）北アメリカ南部から南アメリカ北部に

分布するブドウさび病菌は形態的特徴か

らアジアに分布する 3（あるいは 5）種の

ブドウさび病菌とは異なり，またブドウ

（ Vitis）属の Euvitis 亜属および

Muscadinia 亜属への宿主特異性で異なる

2種であることを確認した．Euvitis 亜属

植物に寄生するサビキンはメキシコ湾岸

からフロリダ半島およびメキシコ，ベネ

ズエラ，コロンビアに分布し，Muscadinia

亜属植物に寄生するサビキンはメキシコ

湾岸から北部，ノースカロライナ州まで

分布することを明らかにした． 

人工接種試験を行った結果，自然状態で

Euvitis 亜属植物に病原性を持つサビキ

ンは同亜属植物だけに病原性を示すこと

が明らかになった。本菌は日本に広く分

布する野生種 Vitis coignetiae には病原

性を示さなかったが，日本のブドウさび

病 菌 に は 高 度 抵 抗 性 を 示 す Vitis 

flexuosa には病原性を示した．また，日

本での重要栽培ブドウ品種であるデラウ

ェアと巨峰が本菌の感染によって罹病す

ることが明らかになった． 

いっぽう，Muscadinia 亜属植物に病原性

を持つサビキンは、同亜属植物だけでは

なく Euvitis 亜属植物も病原性を示し，

やはりデラウェアと巨峰がこのさび病菌

に罹病することが明らかになった． 

このように，北アメリカ南部に分布する2

種のサビキンは，形態的特徴のみならずブ

ドウ属の亜属レベルでの宿主特異性でも

異なると言われていた．しかし，接種試験

の結果は，Euvitis亜属に寄生する種は

Muscadinia亜属植物には感染できなかっ

たが，Muscadinia亜属植物に寄生する種は

Euvitis亜属植物に感染し胞子形成するこ

とを明らかにした．これまでの調査・研究

において，Muscadinia亜属植物に寄生する

サビキンがEuvitis亜属植物に感染するこ

とは確認されていなかったが，自然条件で

低頻度ではあってもEuvitis亜属植物に2

種のサビキンが寄生しさび病を起こして

いる可能性があることが示された． 

北アメリカ南部に分布するブドウ属植物

に寄生する2種のサビキンの分子系統解析

の結果，北アメリカ南部に分布するブドウ

属植物に寄生する2種のサビキンは同一の

クレードに含まれることが明らかになり，

このクレードはツタ、アワブキおよびミヤ

マハハソに寄生するサビキンと同一のク

レードに含まれることが明らかとなった．

いっぽう、東アジアおよび東南アジアに分

布する2種もしくは3種のブドウさび病菌



は同一のクレードを構成し，北アメリカ南

部の2種のさび病菌とは系統的に遠い関係

にあることが推定できた．さらに，アメリ

カのブドウさび病菌は東アジアに分布す

るツタさび病菌と直近の祖先を共有する

ことを推定できた． 

5）アフリカに分布する Cissus 属植物に

見出したサビキンは Kuehneola 属の新種

であることを確認し，また Cayratia 属植

物に寄生する新種の Kuehneola 属サビキ

ンがあることを新たに明らかにした． 
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